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最難関問題集４下第２回 くわしい解説

応用問題A 1

はじめ，兄と弟の所持金の合計は4200円でした。

兄が 500円の本を 1さつ買ったら，所持金の合計は 4200－500＝ 3700（円）になります。

弟が 200円のノートを1さつ買ったら，所持金の合計は 3700－200＝ 3500（円）になり

ます。

このとき，兄の所持金は，弟の所持金の2倍よりも400円少なくなったそうです。

線分図にすると，右の図のようになります。

3500＋400＝ 3900（円）が，2＋1＝ 3（山）に

あたります。

1山あたり，3900÷3＝ 1300（円）です。

よって，兄は 1300×2－400＝ 2200（円），弟は 1300円になりました。

兄は 500円の本を 1さつ買ったら 2200円になりました。

はじめの兄は 2200＋500＝ 2700（円）です。

弟は 200円のノートを1さつ買ったら 1300円になりました。

はじめの弟は 1300＋200＝ 1500（円）です。

弟

兄
3500円400円
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最難関問題集４下第２回 くわしい解説

応用問題A 2 (1)

問題文には，次の 3つのことがらが書いてありました。

（ア）Ａ，Ｂ，Ｃ 3人の合計は 3000円

（イ）ＡはＢの 2倍よりも 40円多い

（ウ）ＡとＢの合計は，Ｃの 4倍よりも 200円多い

このうちの，（ア）と（ウ）を利用すれば，(1)の答えを求めることができます。

線分図では，ＡとＢを別の線にするのではなく，ＡとＢ合わせて 1本ぶんにします。

3000－200＝ 2800（円）が，

4＋1＝ 5（山）にあたります。

1山あたり，2800÷5＝ 560（円）です。

Ｃは1山にあたりますから，答えも560円です。

Ｃ

Ａ＋Ｂ
200円

3000円
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最難関問題集４下第２回 くわしい解説

応用問題A 2 (2)

(1)で，1山ぶんは 560円であることがわかりました。

よって「Ａ＋Ｂ」は，560×4＋200＝ 2440（円）です。

ところで問題には，「ＡはＢの2倍よりも 40円多い」と書いてありました。

ＡとＢの関係を線分図にすると，右の図のように

なります。

2440－40＝ 2400（円）が，2＋1＝ 3（山）にあたります。

1山あたり，2400÷3＝ 800（円）です。

Ａは 800×2＋40＝ 1640（円）です。

Ｂは 1山にあたるので800円です。

Ｃは(1)で求めた通り 560円です。

よって，3人の所持金は，右の図のように

なっています。

ＡはＣの 4倍よりも30円少ない金がくを使い，Ｂも

何円か使ったところ，3人の残りのお金は等しくなり

ました。

右の図のアの部分は，1640－560＝ 1080（円）なので，

1080＋30＝ 1110（円）が，3山にあたります。

1山あたり，1110÷3＝ 370（円）です。

Ｃを見ると，残りの金がくは 560－370＝ 190（円）で

あることがわかります。

Ｂははじめ 800 円持っていて，残りの金がくはＣと同じく 190 円ですから，Ｂが使っ

た金がくは，800－190＝ 610（円）になります。

Ｂ

Ａ
2440円

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

30円

残り

残り

残り

Ｂ

Ａ

Ｃ

30円

残り

残り

残り

30円ア

40円

1640円

800円

560円

1640円

800円

560円

1640円

800円

560円
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最難関問題集４下第２回 くわしい解説

応用問題A 3

タクシー料金は，5400円です。

3人が負たんするお金が等しくなるようにすると，1人あたり 5400÷3＝ 1800（円）を

支払うことになります。

ＡはＢに 1000×3＝ 3000（円）をあずけました。

Ａは 1800円だけ支払えばよいのですから，あとで 3000－1800＝ 1200（円）を返しても

らわなければなりません。

ＢはＡから 3000 円をもらって，Ｃに 5000 円をあずけたのですから，Ｂが払った金が

くは 5000－3000＝ 2000（円）です。

1800 円だけ支払えばよいのですから，あとで 2000－1800＝ 200（円）を返してもらわ

なければなりません。

ＣはＢから 5000 円をもらいました。タクシー料金として 5400 円を支払ったのですか

ら，自分のお金を 5400－5000＝ 400（円）だけ使ったことになります。

本当は 1800 円支払わなければならないのですから，1800－400＝ 1400（円）不足して

います。

整理すると，Ａは 1200 円を返してもらう必要があり，Ｂは 200 円を返してもらう必要

があり，Ｃは 1400円をＡとＢにわたす必要があります。

よって，ＣからＡに 1200円をわたし，ＣからＢに 200円をわたすことになります。

答えは，アがＣ，イがＡ，ウが 1200，エがＢ，オが 200になります。
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最難関問題集４下第２回 くわしい解説

応用問題A 4

はじめ，ＡはＣの 3倍よりも1.5Ｌ多くありました。

ＡとＢから水を 4.5Ｌずつくみ出してＣにうつすと，ＡとＣは等しくなりました。

ＡはＣに 4.5Ｌうつしたのですから，4.5Ｌへりました。

ＣはＡとＢから 4.5Ｌずつもらったのですから，

4.5×2＝ 9（Ｌ）ふえました。

その結果，ＡとＣの水の量が等しくなったのですから，

右のような線分図になります。

右の図のアの部分は，4.5＋9＝ 13.5（Ｌ）です。

よって，13.5－1.5＝ 12（Ｌ）が，3－1＝ 2（山）にあたります。

1山あたり，12÷2＝ 6（Ｌ）です。

したがって，はじめのＡは 6×3＋1.5＝ 19.5（Ｌ），はじめのＣは6Ｌです。

Ａは4.5Ｌくみ出して，19.5－4.5＝ 15（Ｌ）になりました。

Ｂも4.5Ｌくみ出して，はじめのＢ－4.5Ｌ になりました。 ……（※）

Ｃは9Ｌもらって，6＋9＝ 15（Ｌ）になりました。

次に，ＡとＣからそれぞれ水を 2.5 Ｌずつくみ出してＢにうつすと，3つの容器の水の

量がすべて等しくなりました。

ＡとＣはどちらも 2.5Ｌへって，どちらも 15－2.5＝ 12.5（Ｌ）になりました。

Ｂは 2.5×2＝ 5（Ｌ）もらって，12.5 Ｌになったのですから，もらう前は，12.5－5＝7.5

（Ｌ）でした。

（※）が 7.5Ｌですから，はじめのＢは，7.5＋4.5＝ 12（Ｌ）です。

したがって，はじめのＡ，Ｂ，Ｃは，それぞれ 19.5 Ｌ，12Ｌ，6Ｌ になります。

Ｃ

Ａ
1.5Ｌ

Ｃ

Ａ
1.5Ｌ

4.5Ｌ
9Ｌ

ア
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最難関問題集４下第２回 くわしい解説

応用問題Ｂ 1

3人は同じ金がくを出し合ったのですから，ＢとＣの差は変わりません。

はじめにＢは 6000 円，Ｃは 3000 円持っていたのですから，はじめのＢとＣの差は，

6000－3000＝ 3000（円）です。

差は変わらないのですから，品物を買ったあとのＢとＣの差も，3000 円のままです。

品物を買ったあと，ＢはＣの 3倍よりも200円少なく

なりました。

右のような線分図になります。

3000＋200＝ 3200（円）が，3－1＝ 2（山）に

あたります。

1山あたり，3200÷2＝ 1600（円）です。

よって，品物を買ったあとのＣは1600円，Ｂは 1600×3－200＝ 4600（円）です。

※ Ｂは，Ｃとの差が 3000 円ですから，1600＋3000＝ 4600（円）と求めてもＯＫです。

ところで，「品物を買ったあとのＡは，Ｂの 2倍よりも 1500 円多い」と，問題に書い

てありました。

よって，品物を買ったあとのＡは，4600×2＋1500＝ 10700（円）です。

ところで，Ｂははじめに 6000 円持っていて，品物を買ったあとは 4600 円になってい

ました。

よって，6000－4600＝ 1400（円）を出したことになります。

3人は同じ金がくを出し合ったのですから，Ａも 1400円を出しました。

Ａは 1400円を出したら，10700円になりました。

よってはじめのＡは，10700＋1400＝ 12100（円）持っていました。

Ｃ

Ｂ
200円

3000円
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最難関問題集４下第２回 くわしい解説

応用問題Ｂ 2

(1) Ａ＋6，Ｂ－6，Ｃ×6，Ｄ÷6 が，同じ数に

なるそうです。

Ｃを にすると， ×6＝ が，「同じ数」

です。

Ａは 6をたすと，同じ数である になります。

Ｂは 6を引くと，同じ数である になります。

Ｄは 6でわると，同じ数である になります。

よってＤは， ×6＝ にあたります。

4 つの数の合計は 588ですから，下のような線分図になります。

（次のページへ）
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最難関問題集４下第２回 くわしい解説

Ｂは「同じ数」よりも 6だけ多いのですが，その多いぶんをＡにあげても，4つの数

の合計は 588のままです。

588が， にあたります。

あたり，588÷49＝12です。

Ｃは にあたりますから，答えも 12です。

(2) (1)ができたら，(2)は簡単です。

Ａは －6 にあたりますから，12×6－6＝ 66です。

Ｂは ＋6 にあたりますから，12×6＋6＝ 78です。

Ｄは にあたりますから，12×36＝ 432です。

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

同じ数

1

6

36

588

6 ＋ 6 ＋ 1 ＋36 ＝49

1

1

6

6

36


